
山脇学園 数学科

算数



山脇学園での

中高 ６ 年間の数学教育の目標

数学への興味関心を高め、

数学的思考力を育てる。



出題方針について

中学以降の数学を学んでいくための小学算数
の理解と、それを適切に活用できる力を問う
問題を出題する。

きちんと計画的に学習し、練習を積んできた
受験生がきちんと得点できるように出題。

思いつき勝負になる奇問などは出題せず、
全分野からかたよりなく出題できるように
配慮している。



帰国生入試Ⅰ期

試験時間30分、配点50点

    [1] 小問集合 ８～１０問程度

[2]以降 大問形式 各問題に２～３問



帰国生入試Ⅰ期 具体的な作問の方針

基本的な知識を問う問題（大問[1]）

計算・数の性質・比・図形・文章題などの分野

から、偏りなく出題します。

思考力を問う問題（大問[2]以降）

問題文の設定から、解法の流れを組み立てて、

必要な情報を見きわめながら、問題を解決する

思考力を問う問題を出題します。



解答の形式について（帰国生入試Ⅰ期）

1 は答えのみ書く。

途中の部分点はありません。

数字をていねいに書きましょう。

２ からは「求め方」を書く問題もある。

解答につながる途中の式や図などは、

部分点として加点します。

答えまでたどりつけなくても、途中の式など

を書き残してください。



2025年度 帰国生入試より

計算・逆算

植木算

数の性質

和差算



2025年度 帰国生入試より
角度

面積

体積



2025年度 帰国生入試より

相当算



2025年度 帰国生入試より

ダイヤグラム



過去の帰国生入試より(2025年度 )

【答案の書き方の例】

考えた道筋をはっきりと
書きましょう。

式だけでなく、言葉や図
で説明しても良いです。

３



入試に向けてのアドバイス

◆基本的な問題をたくさん解き、その中で

「なぜそう解くのか」ということを

よく考えましょう。

◆問題文をよく読み、状況を整理しましょう。

見たことのない問題にも必ず糸口があります。

◆自分なりの計算の答えの確かめ方を

持ちましょう！
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